
■天候

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 計 安 失

0 0 1 0 0 2 1 0 0 0 4 7 3

1 0 0 0 0 0 1 1 1 1 5 8 3

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 捕 5 0 1 0 投ゴ 捕邪 一ゴ 三振 中安

2 二 投 5 1 1 0 三振 右安 遊直 二失 遊併

3 遊 5 1 3 1 三振 左２ 一安 三振 中３

4 右 4 1 0 0 四球二飛 右失 遊飛 左飛

5 三 4 0 1 0 右２ 三振 三振 捕邪

6 左 4 0 0 0 三振 一ゴ 三振 中飛

7 投 二 4 0 0 0 三振 三振 三振 右直

8 一 3 1 1 0 三ゴ 二ゴ 左２ 四球

9 中 3 0 0 0 三振 三振 投犠 三振

37 4 7 1
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1/3

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 三 5 0 1 0 三振 一安 三振 四球二飛 二ゴ

2 中 二 6 0 3 1 遊飛 一ゴ 左安 右安二飛 右２

3 右 3 1 1 1 左２ 三ゴ 四球 死球 三ゴ

4 捕 4 1 1 0 二安 投飛 三飛 三邪 死球

5 遊 4 0 1 0 三振 一失 四球中飛 左安

6 投 2 1 0 0 死球 二ゴ 一ゴ 四球死球

7 一 3 0 0 1 投犠 一飛 右飛 三ゴ 死球

8 左 5 0 1 0 二ゴ 中飛 二ゴ 投安 二ゴ

9 二 2 0 0 0 二直 投ゴ

9 打 0 1 0 0 四球

9 中 1 1 0 0 二失 四球

35 5 8 3
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科学技術学園・日野・通

天理高校 対 科学技術学園高校・日野・通

小 林 拓 哉

残塁：6 併殺：1

7

1

四球捕手

神 岡 敦 也

40 7

森 口 晴 信

吉 岡 京 助

餘 目 航

合計

■戦評

辰 己 優 貴 吉 岡 京 助

自責

10 2

1

2辰 己 優 貴 14

三振

2

四球

残塁：14 併殺：0

窪 田 力

奥 村 陽太郎

天理

関 塚 拓 実

浅 井 慎太郎

大 野 洋 平

奥 谷 公 紀

小 林 拓 哉

関 塚 拓 実 3

三振

自責氏名 回数 打者 安打

3

44

1 0

回数 安打

延長10回■備考

■日時 平成26年8月20日(水)

■球場

出場校名

明治神宮野球場

球審：竹本 塁審：江口 進士 高橋■審判

■試合時間

晴れ

東京２

近畿・奈良

2時間34分

代表地区

第2試合 2回戦

神 岡 敦 也

天理

大 石 聖

科学技術学園・日野・通

ポジション 氏名

小 林 拓 哉

※使用球場の関係で9回裏終了時点で中断し、駒沢球場に移動、10回表から試合継続

２回戦神宮球場の第２試合は１回戦を盤石の試合運びでコールド勝ちした天理高校と５年ぶり６回目出場の東京都第２代表・科学技術学園高校日野
通信制の対戦となった。天理は初回二死二塁から内野安打に悪送球が絡み１点を先制する。追いかける科技学園・日野は３回３番大石の適時二塁
打で同点に追いつく。２回以降毎回得点圏に走者を背負いながら勝ち越しを許さなかった科技学園・日野は６回相手の失策から２点を勝ち越すと７回
には暴投で１点を追加し４－１と点差を広げる。追い詰められた天理は７回８回に１点ずつを奪い１点差に迫ると９回二つの死球と安打で一死満塁の
好機に７番氏家が押出の死球を選びついに同点に追いつく。しかし後続は打ち取られこの回を同点で終えるとナイターで行われるプロ野球の関係か
ら球場の使用制限時間となり駒沢球場に移動しての特別継続試合となる。中断から５時間以上経過した午後６時３６分延長１０回から試合が再開さ
れた。先攻の科技学園・日野は先頭１番神岡が中前安打で出塁すると２番小林裕が強行策に出るも遊ゴロ併殺打となり好機を一気に潰す。続く大石
に三塁打が飛び出すも後続が打ち取られ無得点で終わり攻撃が噛み合わない。その裏天理は先頭が四球で出塁すると内野ゴロの間に二塁へ進み
続く奥村が右翼へ二塁打を放ち二塁走者が生還。試合開始から終了まで８時間を要した戦いは５－４で天理が勝利しベスト８に進出した。一方敗れ
たとはいえ７連覇中の天理を“あわや”のところまで追いつめた科技学園・日野の粘り強い戦いぶりは称賛に値するものであった。

備考

■バッテリー

打者

■投手成績

和 田 勇 也

渡 邉 海

近 野 広 登

関 塚 拓 実

仙 田 直 基

小 林 泰 地

備考

氏名

■投手成績

辰 己 優 貴

三 好 完 太

氏 家 次 男

合計

投手 捕手

ポジション 氏名

■バッテリー

投手


